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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄道車両の外周面に複数の線状レーザ光を間断なく照射し、前記線状レーザ光の前記鉄
道車両への照射位置、及び前記鉄道車両の外周面に照射された前記線状レーザ光の二次元
平面投影像から、前記鉄道車両の外形形状を測定する鉄道車両の外形形状測定方法であっ
て、
　前記鉄道車両に前記線状レーザ光の強度を切り替えて照射しながら前記線状レーザ光の
強度の異なる複数の画像を撮影する撮影工程と、
　前記線状レーザ光の強度が異なる複数の画像の中から、測定位置に最も適したレーザ光
強度の撮影画像を選択する選択工程と、
　前記選択した撮影画像から前記鉄道車両の外形形状を算出する算出工程と、を含む
ことを特徴とする鉄道車両の外形形状測定方法。
【請求項２】
　前記線状レーザ光が、前記撮影画像のＲＧＢ各画素に対応した複数波長帯を備える
ことを特徴とする請求項１に記載の鉄道車両の外形形状測定方法。
【請求項３】
　前記選択工程において、前記線状レーザ光の強度が異なる複数画像の画素値を比較し、
前記画素値が飽和値に達しておらず、最も高い値を示す光切断線を選択する
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の鉄道車両の外形形状測定方法。
【請求項４】
　前記線状レーザ光の前記鉄道車両への照射位置における、前記鉄道車両のレール基準位
置からのずれ量を検出するずれ量検出工程と、
　前記検出した鉄道車両のレール基準位置からのずれ量を補正するずれ量補正工程と、を
さらに含む
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の鉄道車両の外形形状測定方法。
【請求項５】
　前記ずれ量検出工程において、車両側面と同時に車両の両端に取付けられた線状の物体
の光切断線を検出する
ことを特徴とする請求項４記載の鉄道車両の外形形状測定方法。 
【請求項６】
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　前記ずれ量補正工程において、線状の物体の光切断線のレール鉛直方向における位置変
動量を算出し、車両外形形状データに対して前記位置変動量を加減算する
ことを特徴とする請求項４記載の鉄道車両の外形形状測定方法。
【請求項７】
　鉄道車両の外周面に複数の線状レーザ光を間断なく照射し、前記線状レーザ光の前記鉄
道車両への照射位置、及び前記鉄道車両の外周面に照射された前記線状レーザ光の二次元
平面投影像から、前記鉄道車両の外形形状を測定する鉄道車両の外形形状測定装置であっ
て、
　前記複数の線状レーザ光を発生させる機構と、前記複数の線状レーザ光の前記鉄道車両
への照射位置を特定する機構と、前記複数の線状レーザ光の強度を切り替えて照射する機
構と、前記鉄道車両の外周面に照射された前記複数の線状レーザ光の像を撮影する機構と
、前記複数の線状レーザ光の撮影画像から測定位置に最も適した線状レーザ光撮影画像を
選択する機構と、選択された線状レーザ光撮影画像から前記鉄道車両の外形形状を算出す
る機構と、を備え、
　前記複数の線状レーザ光の強度を切り替えて照射する機構は、前記鉄道車両の外周面に
前記線状レーザ光の強度を切り替えて照射し、
　前記鉄道車両の外周面に照射された前記複数の線状レーザ光の像を撮影する機構は、前
記線状レーザ光の強度の異なる複数の画像を撮影し、
　前記測定位置に最も適した線状レーザ光撮影画像を選択する機構は、前記複数の線状レ
ーザ光の強度が異なる複数の画像の中から測定位置に最も適したレーザ光強度の撮影画像
を選択し、
　前記鉄道車両の外形形状を算出する機構は、前記選択した撮影画像から前記鉄道車両の
外形形状を算出する
ことを特徴とする鉄道車両の外形形状測定装置。
【請求項８】
　前記線状レーザ光が前記撮影画像のＲＧＢ各画素に対応した複数波長帯を備える
ことを特徴とする請求項７に記載の鉄道車両の外形形状測定装置。
【請求項９】
　前記測定位置に最も適した線状レーザ光撮影画像を選択する機構は、前記線状レーザ光
の強度が異なる複数画像の画素値を比較し、前記画素値が飽和値に達しておらず、最も高
い値を示す光切断線を選択する
ことを特徴とする請求項７又は８に記載の鉄道車両の外形形状測定装置。
【請求項１０】
　前記線状レーザ光の前記鉄道車両への照射位置における、前記鉄道車両のレール基準位
置からのずれ量を検出する機構と、前記検出した鉄道車両のレール基準位置からのずれ量
を補正する機構と、をさらに備える
ことを特徴とする請求項７又は８に記載の鉄道車両の外形形状測定装置。
【請求項１１】
　前記鉄道車両のレール基準位置からのずれ量を検出する機構は、前記鉄道車両の両端に
線状の物体を備え、車両側面と同時に前記線状の物体の光切断線を検出する
ことを特徴とする請求項１０記載の鉄道車両の外形形状測定装置。
【請求項１２】
　前記検出した鉄道車両のレール基準位置からのずれ量を補正する機構は、線状の物体の
光切断線のレール鉛直方向における位置変動量を算出し、車両外形形状データに対して前
記位置変動量を加減算する
ことを特徴とする請求項１０記載の鉄道車両の外形形状測定装置。
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